
 

 

 

 

 

 

 

対応 気象状況など 教職員 生徒 

 

 

防止 

・ 

準備 

 

 

発達した積乱雲  

雷鳴・雷光 

冷たい風 

突風 

大粒の雹など 

□安全管理 □安全指導 

・マニュアルの見直し、共通理解 

・校内研修の実施 

・避難訓練の実施 

・保護者、地域との連携 

□安全学習 

・竜巻について知る 

・身の安全の守り方、避難行動について知る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対 

 

応 

 

 

 

第

１

行

動 

 □第一次行動指示 

・情報収集（熊谷地方気象台HP） 

 

 

・避難状況の確認。 

 

 

 

 

・外にいる生徒は校舎内、教室内に移動する 

・教室ではできるだけ廊下側に寄る 

 机を廊下側に寄せる 

 

 

 

第

２

行

動 

 □第二次行動指示 

 

 

教職員の共通理解 

・生徒の避難行動を確認する 

・その場にいる生徒に声をかけ不安を 

 取り除く。 

・教職員自身も身を守る行動をとる 

 

 

 

第

３

行

動 

 □第三次行動指示 

・生徒の安否、被害状況の確認 

応急手当 

・生徒を落ち着かせる 

・学校周辺及び通学路の安全 

 確認 

・被害状況により、消防、救急、教育 

委員会へ連絡する 

 

 

 

 

 

 

・その場に待機する 

 

 

 

回復 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□災害対策評価             □生徒のメンタルサポート 
 

熊谷市立江南中学校 

竜巻発生対策ガイドライン 

 
                               ○ 事前に気象情報や雷注意報を確認する。 

○ 積乱雲が近づいてきたら、冷静な行動で安全な場所に避難させる。 

○ 施設・設備の被害状況等を点検し、状況に応じて適切に対応する。 

○ 家庭との連絡方法の確認を徹底する。 

天気予報・雷注意報 

・避難場所の確認（ガラスが飛散し 

ない安全なところ） 

・校内安全マップの作成 

竜巻注意情報 

竜巻発生 

竜巻通過 

「竜巻が発生しています。身を守る準備をしてください。」 

・窓、カーテンを閉める。 

・机の下にもぐる 

・窓、ドア、壁から離れる 

・身を小さくして頭部を守る 

「竜巻が接近しています。自分の身をしっかり守ってください。」 

「先生方は状況を報告してください。 

生徒はその場に待機してください。」 

教育活動続行不可能 
・学校災害対策本部を設置（対応検討） 

・安全な場所（体育館や校庭）への生徒の誘導 

・保護者への防犯メール送信、HPによる情報提供 

＊下校の遅れ、場合より保護者への引き渡し 

教育活動続行可能 

・授業再開 

・学校周辺の安全が確認された後、下校 

・保護者への防犯メール送信、HPによる情報提供 

＊下校の遅れ、場合より保護者への引き渡し 

竜 巻 


